
 
 

市民と市長の対話集会 

市長と語ろう！ 

ほっとミーティング 
テーマ ひらつかの「魅力発信」 

開催結果報告書 

１ 開催日時 平成２８年（２０１６年）１０月５日（水） 

午後５時から午後７時まで 

２ 開催場所 東海大学１４号館 １０５号室 

３ 参 加 者  １０人（小泉教授、成川教授、学生８人） 

 

 
ほっとミーティングの様子 



 
 

４ 市長あいさつ 

 

皆さん、こんにちは。講義終了後の忙しい時間に御参加いただき、ありがと

うございます。また、対話の機会を設けていただいた先生方にも感謝していま

す。私自身、平成２３年の市長に当選した一期目の任期から、市民の方々と直

接対話する機会を設けています。それは市民の方々の意見をしっかり聞くこと

が魅力的なまちづくりに重要と考えているからです。率直に耳を傾け、意見を

市政に反映させていくことで、まちの魅力向上につなげていきたいと思います。 

今回のほっとミーティングでは、将来を担う若い世代の率直な意見を聞きた

いと思います。全国的には、少子高齢化が進行し、人口減少が止まりません。

人口の減少は、自治体の体力低下に結びつき、公的サービスの質に影響を及ぼ

します。人口を増やすためには、平塚市が「選ばれるまち・住み続けるまち」

として、多くの方々に認知してもらうことが必要です。 

今年、平塚市では「ひらつかＮexＴ」という新しい総合計画を策定しました。

市のイメージ向上や定住の促進を目指し、市の様々な魅力を発信するシティプ

ロモーションを推進しています。スローガンとして「手をつなぎたくなる街 湘

南ひらつか」を掲げ、積極的にＰＲが出来ればと考えています。 

 

 

 

 
 

 

 



 
 

５ ミーティングの主な内容 

【参加者】学生Ａ 

平塚市は平坦な土地が多く、自転車で走りやすいと感じました。車道や歩道

がきれいに整備されているため、自転車のまちとしてＰＲするのはどうでしょ

うか。また、ベビーカーを使う親御さんや車椅子を使う障がい者の方々にとっ

ても、やさしいまちであることを発信できればいいと思います。平塚の「平」

は、平（たいら）を表します。平（たいら）は英語だと flat（フラット）。ふら

っと立ち寄れる魅力あるまちのイメージを定着させれば面白いと思います。 

【参加者】学生Ｂ 

ペコちゃん展を開催していた美術館を取材したことがあります。その際、平

塚市内に不二家の製品を作る工場があることを知り驚きました。不二家の製品

は知名度があり、知っている製品がこんな近くで生産されていることに魅力を

感じました。また、交差点で、ボランティアの方々が登校途中の小学生に声掛

けしているところを見て、地域の温かさを感じました。地域全体で、子どもた

ちの見守りが出来ていることは魅力だと思います。 

【参加者】学生Ｃ  

平塚市は、介護や子育ての施策が充実しているように感じます。また、市内

に「ららぽーと湘南平塚」がオープンし、商業施設が豊富な印象です。ただ、

東海大生として感じるのは、大学から平塚駅前周辺への交通の便の悪さ。シャ

トルバスが運行できれば、人の往来が活発になると思います。市のイメージは

七夕くらいです。住み続けるまちとして認知されるには、ハードルが高いので

は、と感じました。 

【参加者】学生Ｄ 

 市内で人形浄瑠璃の取材をしたことがあります。地元の方々が年齢を感じさ

せない迫力ある演技をしており、印象に残っています。こうした伝統が地元の

交流の場になりますし、魅力的に映ると思います。また、平塚市は湘南のイメ

ージを定着させようとしていますが、藤沢市に住む両親や友人に聞くと、平塚

市に湘南のイメージは浮かんでこない、とのことでした。 

【参加者】学生Ｅ 

取材で市内各所を見ましたが、出身地である埼玉よりも雰囲気がいいと感じ

ました。自然があるし、買い物もしやすいです。ただ、安心や安全というイメ

ージは低い印象で、住みたいと思うかどうかは怪しいかなと思います。また、

平塚市はそもそも湘南かどうか、ということに疑問を感じます。湘南という名

前は、テレビの影響もあり、やんちゃなイメージがあり、危ないまちという印

象を受けます。湘南というブランドにこだわる理由があるのかどうか、再考し



 
 

てみてもいいのではないでしょうか。 

【参加者】学生Ｆ 

市内の博物館へ行った際、多くの親子連れが来館しており、いい雰囲気でし

た。ただ、観光と住む、というのはシティプロモーションをするにあたって、

別物と考えています。住む、ということを考えると、第一に市民サービスの充

実が挙がるのではないでしょうか。住むためには、そのまちを好きになっても

らわないといけない。そのためには、一度でも興味をもってもらって、まちを

見てもらう機会がないといけないのですが、実際は難しいと思います。 

【参加者】学生Ｇ  

住みやすいまちの特徴としては、交通の便の良さが挙がると思います。平ら

なまちなので、自転車を利用しやすいように、道路整備を進めたらよいと感じ

ます。海外では、自転車専用レーンやレンタルサイクルが普及しています。駅

から海への通りや住宅街を中心に、平塚市でも積極的に事業展開してみるとい

いのではないでしょうか。自転車だけでなく、セグウェイを導入するのも画期

的で面白いと思います。また、セクシュアル・マイノリティの方々が偏見を持

たれないよう、イメージの向上に努めることで、注目度が上がり、まちの印象

が良くなる気がします。 

【参加者】学生Ｈ  

市内に坂道が少ないため、いかに自転車を有効的に使えるかということを考

えていければと思います。安全面を考えても、自動車より優れていると考えて

います。欧州では、自転車のみが入れるオフィス街があったりするなど、革新

的な取り組みがあり、参考にできる部分もあると思います。 

【参加者】成川教授 

サイクリングブームが起こっている地域は大抵アップダウンのある場所だ

と思います。それは自転車をスポーツとして捉えているからではないでしょう

か。平らな地域であれば、生活に密着した形で、自転車利用の推進を考えない

といけません。レンタルサイクルの普及や自転車レーンの整備を通して、日常

生活に関わる形で支援できるといいのではないでしょうか。また、平塚市は湘

南としてＰＲするより、西湘というブランドを使ってもいいのではないか。 

【参加者】小泉教授 

自転車については多くの意見がありました。道路交通法も絡むので、難しい

部分もありますが、全国に先駆けて取り組めるものがあれば注目されると思い

ます。イメージが結びついていない湘南というブランドに固執するのではな

く、シフトチェンジも一つの選択肢だと感じました。また、手をつなぎたくな

る街、というのは家族や恋人、大切な人同士が寄り添えるまちだと思います。

いい印象を持ってもらえるよう、積極的な施策を展開できればと思います。 



 
 

【参加者】市長 

皆さんには、日々感じていることを率直に発言していただき、嬉しく思いま

す。中には、耳が痛いと感じる発言もありましたが、それだけ、平塚市のこと

を真剣に考えてくれてのことだと思いますので、ありがたい限りです。 

平塚市では、多種多様な産業がバランスよく存在しており、多くの雇用を創

出しています。働きやすいというのは、それだけ住みやすいという部分に繋が

ると考えています。平塚市では、昼間と夜間の人口があまり変わらないという

データもあります。それだけ、生活と住居が接近しているまちだと思います。     

少子高齢化が進行すると、税収が少なくなります。市の歳出としては、医療

や介護にかかる支出が多いので、市民が元気でいられるまち、介護を必要とし

ないまちであるよう、地域を通し、高齢者に対してケアをしていくことが大切

と考えています。 

東海大学から平塚駅方向へのアクセスについては、神奈川中央交通と話をし

ているところです。より良い交通網の整備を進めていければと思っています。

新たにオープンしたららぽーと湘南平塚は、店舗数が２４７あり、通路も余裕

をもって作られています。子育て世代にとっても、やさしいショッピングエリ

アだと思います。交通の便としては、特に真田や北金目のエリアは悪い状態で

あり、シャトルバスも含めて、移動がしやすくなるよう検討しているところで

す。平塚市は１９３２年４月１日に市政施行で、今年で８４年となり、県内で

も４番目に古い市にあたります。浄瑠璃などの伝統文化も残っていますが、若

い世代への継承をどうしていくかは課題であり、どうＰＲしていくかだと思い

ます。 

 湘南というブランドについては、時期は定かではありませんが、イメージア

ップの一環として、また地域として目立たせたいという想いから、以前よりア

ピールしているところです。ただ、若い世代の方々のイメージに、やんちゃで

あるとか、あまり良くないイメージがあることに驚きました。そうした点も踏

まえて、どうブランドイメージを展開するかは、見極めないといけません。し

かしながら、歴史的に見ると、大磯周辺が湘南の発祥である旨、文献で示され

ています。大磯町にはその旨の石碑もありますし、過去には、相模川より東側

を湘南の東を表す湘東と呼んでいた時期もあるそうです。 

観光に良いまちと住むことに良いまちは別物かもしれません。まずは、まち

を知ってもらうことが大切です。そして、平塚市に住んでいて良かった。素晴

らしいという想いをもってもらう。満足感を得られるよう、認知してもらわな

いといけません。 

平塚市では、平成２８年４月から、中学生についても医療費を無料にしまし

た。本来であれば、国や県が率先して公平に制度を作らないといけないところ



 
 

ですが、家族にとって、医療費の負担を少しでも減らすことが、市民満足度の

向上に繋がると考え、推し進めてきたところです。 

市内には、１５校の中学校があります。昼食については、お弁当を注文でき

るようにしていますが、やはり温かい食事を提供する給食が良いと考えます。

ただ、現在は、安全性の確保を第一と捉え、校舎の耐震化を先行しているとこ

ろです。安全性の見極めもしながら、進めていければと考えます。 

レンタルサイクルについては、積極的にＰＲできればと思います。駅からら

らぽーとまでの利用は既に実施しており、駅から海までの利用についてもＰＲ

してみても面白いと思います。車の観点から考えると、圏央道の開通により、 

関東内陸からの観光客が増加しているデータがあります。そうした人たちにも

アクセスの良さから、市をアピールできるのではないでしょうか。 

セクシャルマイノリティの方々に対する偏見の払拭は、必要なことだと思い

ます。そうした方々だけでなく、障がいを持つ方々も含めて、公的なサービス

を差別なく受けられることが本来の社会と考えます。しかし、実際には、国が

積極的に法律を整備し、施策を講じていくことが必要であり、一つの自治体だ

けでは限界もあり、難しいという面があります。 

手をつなぎたくなる街というのは、地域として、高齢者や子どもたちをやさ

しく支えることができるまちだと思います。単身の高齢者が増加している社会

情勢を踏まえ、身近でサービスを受けることができる仕組みづくり、地域包括

ケアが重要との思いから、それを推進することがＰＲの一つになるのではない

でしょうか。 

【参加者】学生Ａ 

ビジネスを例にすると、既存の顧客が満足しなければ、新規の顧客は増えな

いと思います。市民が満足感を得ないのは、市に対していいイメージが浮かん

でいないからです。イメージとして結び付けられる具体的なものがあるといい

と思います。例えば、子育て世代の親御さんに、平塚市として打ち出している

子育て施策を全面的にアピールしていく、というのも一つだと思います。また、

平塚市の観光マップは、名所や名物を数多く掲載しています。ただ、ありすぎ

て全体が霞んでしまっています。選択と集中が必要で、平塚といえばコレとい

うイメージを作る必要があります。余計なイメージ戦略を捨て去ることで、新

たな可能性が構築できるのではないでしょうか。ちなみに、市民に対してのプ

ロモーションはあるのでしょうか？ 

【参加者】市長 

そうした部分は現在弱いと思います。住んでいる人たちは、市民サービスを

受けていることは当たり前と感じてしまっています。他市町村と比較すると、

市独自のサービスとして充実していることがあっても、それを認知してもらっ



 
 

ていない部分があります。平塚市に住んでいて、有益性があると感じてもらう

ことができるといいと思います。 

【参加者】学生Ｂ 

現在住んでいる市民が情報発信することが大切と考えます。住んでみて初め

て、市の良さを感じている人が多いのはアンケートから分かります。市民がい

いイメージを持てば、伝えられる言葉ができるのではないでしょうか。説得力

が違うと思います。平塚イコール住んでみたくなるまち、として認識してもら

わないといけません。例えば、川崎市は音楽のまち川崎として、ＰＲしていま

す。一番の売りは何かということを明確にしないといけません。 

【参加者】市長 

平塚市の特徴として、七夕まつりがあります。若い世代の方々が、一年を通

して、七夕を感じてもらえるような取り組みをしていますが、具体的な効果と

しては難しいところです。選択と集中だと思います。 

【参加者】学生Ｃ 

学生の観点からすると、学校から平塚駅までのアクセスが良くなり、尚且つ、

一人暮らしの物件が増えるとうれしいです。学生が移動する導線が活発になる

ことで、まちに活気が出るのではないでしょうか。 

【参加者】市長 

市内には東海大学だけでなく、神奈川大学もあります。両大学の交通網の整

備というのは必要なことだと考えます。先日オープンしたららぽーとでは多く

の雇用も生まれていますし、顧客という考えだけでなく、働き手という部分に

おいても、学生の流れがあることは良いことだと考えます。 

【参加者】学生Ｄ 

藤沢市に住んでいますが、湘南ブランドは払拭すべきだと思います。ブラン

ドを押していくよりも、住んでいて愛着を感じてくれるような戦略が必要だと

感じています。住む人に対して、平塚市に住む有用性のアピールが弱いという

印象を受けます。 

【参加者】学生Ｅ 

湘南ブランドからの転換期を迎えている気がします。例えば、食のまち、と

して売り出すとか。以前にツインシティを取材したことがありますので、ツイ

ンシティを前面に出すと面白いと思います。そもそも、ブランドというのは他

者との差別化を図ることで、初めて確立できるものです。そうしたものをコン

セプトにしていかないといけないのではないでしょうか。 

【参加者】学生Ｆ 

自治体の公的サービスを受けている人は、そのサービス内容を受けていて当

然と考えています。サービスは自治体によって差異があり、平塚市の公的サー



 
 

ビスが他自治体と比較して優れている点をアピールしたらよいと考えます。中

学生の医療費や保育所の整備率をコンセプトにしたらよいのではないでしょ

うか。ターゲットを絞って認知度を上げていくことで効果が出ると思います。 

【参加者】学生Ｇ 

平塚市は湘南ブランドから退いてもいいのではないか、と思います。若い世

代としては、湘南と聞くと鎌倉のイメージが強いです。湘南に近い住みやすい

まちというのが平塚の立ち位置のような気がします。 

【参加者】学生Ｈ 

自分は千葉出身であり、大学近くのアパートに住んでいます。最近、アパー

ト前に停めていた自転車が盗難にあってしまいました。警察に連絡し、防犯登

録の番号を伝えたところ、後日警察から見つかったと連絡があり、その後、無

事に自転車が戻りました。そのため、平塚に対していいイメージを持ちました。 

【参加者】市長 

若い世代の方々と話をしていると、様々な考え方があることに気付き、嬉し

かったです。率直に意見を聞き、これから目指さなければならない方向性を示

さないといけないと思います。皆さんが来年１月にまとめる提案をしっかりと

受け止めて、市の行政運営について心を込めて進めたいと思います。本日は有

意義な時間をいただき、ありがとうございました。 

 


